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県内の新しい林業の取組を紹介する「新しい林業・おかやま」。
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写真は、令和４年から苗木生産に取り組んでいるコウヨウザンの苗木を植栽しているところです。
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五　
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
の
苗
木
生
産

成
長
が
早
く
早
期
の
収
穫
が
期
待
で

き
る
早
生
樹
と
し
て
、
３
年
前
に
コ
ウ

ヨ
ウ
ザ
ン
の
種
子
を
広
島
県
森
林
組
合

連
合
会
か
ら
取
り
寄
せ
、
令
和
４
年
か

ら
本
格
的
に
苗
木
生
産
を
始
め
、
令
和

５
年
に
は
市
内
で
１
・
５
㌶
の
植
林
を

行
っ
て
い
ま
す
。

皆
伐
か
ら
造
林
ま
で
の
一
貫
作
業
シ

ス
テ
ム
に
よ
る
作
業
の
効
率
化
や
、
ヘ

ク
タ
ー
ル
あ
た
り
１
，
５
０
０
本
の
低

密
度
植
栽
を
実
施
し
、
作
業
の
省
力
化
、

低
コ
ス
ト
化
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
ま

一　
は
じ
め
に

県
北
部
に
位
置
す
る
津
山
地
域
は
、

古
く
か
ら
林
業
の
盛
ん
な
地
域
と
し
て

ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
を
中
心
と
し
た
造
林
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
津
山
普
及
指
導
区
内

に
お
い
て
、
早
生
樹
で
あ
る
コ
ウ
ヨ
ウ

ザ
ン
の
苗
木
生
産
や
ド
ロ
ー
ン
を
活
用

し
た
施
業
地
の
確
認
、
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
量

に
よ
る
施
業
管
理
、
高
性
能
林
業
機
械

を
活
用
し
た
素
材
生
産
な
ど
、
「
新
し

い
林
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
株
式
会

社 

杣
（
津
山
市
加
茂
町
桑
原
）
を
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

二　
会
社
の
概
要

平
成
20
年
に
法
人
化
さ
れ
、
美
作
地

域
を
中
心
に
素
材
、
チ
ッ
プ
生
産
、
森

林
作
業
道
の
作
設
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
４
年
か
ら
は
コ
ウ
ヨ
ウ

ザ
ン
の
苗
木
生
産
に
取
り
組
み
、
年
間

５
千
本
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
役
員
１
名
、
現
場
作
業
員
５

名
、
事
務
員
１
名
の
計
６
人
で
従
業
員

の
平
均
年
齢
は
50
歳
で
す
。

三　
事
業
の
概
要　

国
有
林
を
中
心
に
県
営
林
、
公
社
造

林
地
等
の
比
較
的
大
規
模
な
施
業
地
に

お
い
て
事
業
を
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
の
事
業
実
績
は
、
素
材

生
産
量
が
約
５
，
５
０
０
立
方
㍍
、
森

林
作
業
道
の
開
設
が
約
８
，
０
０
０
㍍

と
な
っ
て
い
ま
す
。

四　
ド
ロ
ー
ン
の
活
用

８
年
前
か
ら
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
施
業

地
の
現
状
把
握
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

令
和
４
年
に
は
高
精
度
な
デ
ー
タ
取
得

が
可
能
な
Ｒ
Ｔ
Ｋ
（
リ
ア
ル
タ
イ
ム
・

キ
ネ
マ
テ
ッ
ク
）
搭
載
の
ド
ロ
ー
ン
を

導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
は
、
主
に
森
林
所
有
者
の

境
界
確
認
や
林
況
把
握
に
活
用
し
て
お

り
、
作
業
コ
ス
ト
の
省
力
化
に
繋
が
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
操
作
方
法
等
に
か

か
る
社
内
研
修
会
を
開
催
す
る
な
ど
、

積
極
的
に
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
育
成
に
尽

力
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
Ｒ
Ｔ
Ｋ
：
固
定
さ
れ
た
地
上
の
測
位

装
置
で
あ
る
基
準
局
と
移
動
局
で
あ

る
ド
ロ
ー
ン
が
、
同
じ
人
工
衛
星
か

ら
信
号
を
受
信
し
、
基
準
局
が
測
位

デ
ー
タ
の
誤
差
を
即
時
に
補
正
す
る

こ
と
に
よ
り
、
即
座
に
高
精
度
な
デ

ー
タ
の
取
得
が
可
能
。

た
、
ウ
サ
ギ
に
よ
る
植
栽
苗
木
の
食
害

が
多
い
傾
向
に
あ
る
た
め
、
生
分
解
性

の
ヘ
キ
サ
チ
ュ
ー
ブ
を
使
用
し
て
単
木

保
護
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

植
栽
１
年
目
に
し
て
チ
ュ
ー
ブ
（
高

さ
１
・
４
㍍
）
以
上
の
苗
木
も
あ
り
、

成
長
の
早
さ
に
驚
か
れ
て
い
ま
し
た
。

六　
終
わ
り
に

代
表
取
締
役
の
内
田
氏
は
、
今
後
も

公
有
林
で
の
素
材
・
チ
ッ
プ
生
産
や
低

コ
ス
ト
再
造
林
の
事
業
量
の
確
保
を
図

り
た
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
普
及
指
導
区
で
は
、
今
後
の
更
な

る
「
新
し
い
林
業
」
へ
の
躍
進
に
向
け

て
、
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。（

津
山
普
及
指
導
区　

福
見　

照
芳
）

新
し
い
林
業
・
お
か
や
ま

　
㈱
杣
の
取
組

【
津
山
普
及
指
導
区
】

コウヨウザンコンテナ苗

ドローンの活用
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三　
事
業
の
概
要

高
梁
営
業
所　

素
材
生
産
課
で
は
、

高
梁
地
域
の
成
熟
し
た
森
林
資
源
を
集

約
化
し
、
有
効
利
用
や
適
切
な
森
林
の

保
護
を
進
め
て
い
く
た
め
、
森
林
経
営

計
画
を
作
成
し
、
計
画
的
な
森
林
の
手

入
れ
を
進
め
て
い
ま
す
。
当
営
業
所
で

は
、
現
在
６
名
の
職
員
が
従
事
さ
れ
て

い
ま
す
。

森
林
所
有
者
へ
の
働
き
か
け
は
、
こ

れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
知
人
・
友
人
な
ど

の
関
係
者
を
頼
り
に
行
っ
て
お
り
、
高

梁
市
の
隣
接
地
域
も
含
め
、
持
続
的
な

森
林
の
経
営
の
確
保
を
進
め
て
い
ま
す
。

業
務
に
従
事
し
て
い
る
職
員
さ
ん
に

内
容
を
伺
う
と

「
高
梁
地
域
は
、
新
見
地
域
と
比
べ

所
有
森
林
が
小
規
模
で
あ
り
、
最
低
で

も
一
団
地
２
～
３
㌶
以
上
に
な
る
よ
う
、

隣
接
森
林
も
含
め
集
約
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
苦
労
し
て
い
る
。
不
在
村
森
林

所
有
者
に
営
業
の
電
話
を
し
て
も
出
て

も
ら
え
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。
施
業

提
案
し
よ
う
と
し
て
も
、
森
林
へ
の
関

心
も
な
く
、
所
在
現
場
が
わ
か
ら
な
い
、

手
放
し
た
い
と
の
相
談
も
受
け
た
り
も

し
ま
す
。
一
方
で
森
林
に
手
を
入
れ
る

こ
と
を
喜
ん
で
く
れ
る
方
も
お
り
、
評

価
も
得
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
現
在

の
事
業
を
着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

施
業
は
、
直
営
班
（
新
見
・
高
梁
エ

リ
ア
共
通
）
と
各
地
域
の
協
力
林
業
事

業
体
と
の
２
体
制
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

施
業
状
況
を
見
た
隣
接
森
林
所
有
者
か

ら
施
業
の
相
談
等
を
受
け
る
こ
と
も
あ

る
そ
う
で
す
。

伐
採
木
は
、
次
の
と
お
り
部
位
ご
と

に
チ
ッ
プ
化
等
の
処
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。

①
梢
端
部
（
枝
葉
を
付
け
た
ま
ま
の
樹

一　
は
じ
め
に

高
梁
市
で
令
和
６
年
３
月
に
運
転
を

開
始
し
た
「
高
梁
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

所
」
（
高
梁
市
神
原
）
に
木
材
チ
ッ
プ

を
供
給
し
て
い
る
合
同
会
社
バ
イ
オ
マ

ス
サ
プ
ラ
イ
高
梁
営
業
所
の
取
組
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

二　
会
社
の
概
要

合
同
会
社
バ
イ
オ
マ
ス
サ
プ
ラ
イ

（
本
社　

新
見
市
神
郷
下
神
代
）
は
平

成
28
年
11
月
に
設
立
、
山
林
の
経
営
、

立
木
の
伐
採
・
搬
出
、
運
搬
、
木
材
の

加
工
、
チ
ッ
プ
等
の
製
造
、
仕
入
れ
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

チ
ッ
プ
は
、
高
梁
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

（
林
声
７
月
号
記
事
）
内
で
合
同
会
社

高
梁
グ
リ
ー
ン
エ
ナ
ジ
ー
が
運
営
す
る

高
梁
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
発
電
燃
料

と
し
て
年
間
３
万
㌧
を
供
給
し
て
い
ま

す
。

○ 

会
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

木
の
最
頂
部
）
は
山
土
場
で
チ
ッ
プ

化
し
発
電
所
に
直
接
搬
出

②
根
元
部
（
タ
ン
コ
ロ
）
は
一
旦
乾
燥

さ
せ
た
後
、
チ
ッ
プ
化
さ
せ
た
も
の

を
発
電
所
に
搬
送

③
幹
は
原
木
市
場
に
出
荷
す
る
も
の
を

除
き
、
高
梁
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
近

く
の
高
梁
チ
ッ
プ
工
場
で
集
積
、
チ

ッ
プ
状
に
破
砕
し
蓄
積
、
発
電
所
へ

定
期
的
に
運
搬
供
給
し
て
い
ま
す
。

四　
終
わ
り
に

今
後
も
積
極
的
に
地
域
資
源
を
活
用

し
た
里
山
地
域
の
森
林
づ
く
り
が
、
地

域
活
動
の
大
き
な
魅
力
の
一
つ
と
な
っ

て
い
く
よ
う
に
引
き
続
き
支
援
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
高
梁
普
及
指
導
区　

本
田　

尊
大
）

バ
イ
オ
マ
ス
サ
プ
ラ
イ

高
梁
営
業
所

が
ん
ば
る
川
中
・
川
下
加
工
事
業
者

【
高
梁
普
及
指
導
区
】

1

新新見見市市

合合同同会会社社 新新見見ババイイオオママススエエナナジジーー
新見市神郷下神代

2020年5月運転開始

バイオマスサプライおよび市内チップ事業
者提供の「未利用材チップ」で発電

高高梁梁市市

合同会社 高高梁梁ググリリーーンンエエナナジジーー
高梁市松原町神原

2024年3月運転開始

バイオマスサプライが集材し加工した
「未利用材チップ」で発電

発
電
事
業
体

合合同同会会社社 ババイイオオママススササププラライイ

（高梁営業所） 高梁市松原町神原

（高梁チップ工場）高梁市松原町大津寄

（本社） 新見市神郷下神代

＊新見市、高梁市他近隣地区での、森林経営計画に基づく天然林の自社施業と産出
される「未利用材」原木のチップ加工 （「自社施業」には協力会社施業を含む）

＊他社人工林施業から産出される、「未利用材」原木の集材・チップ加工

燃
料
チ
ッ
プ
供
給
体
制

新見市内
チップ加工
事業者

地域内の山林（山林所有者、伐採事業者、製材事業者、運搬事業者）

高梁チップ工場
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新
見
市
は
86
％
が
森
林
で
占
め
ら
れ
、

民
有
林
の
人
工
林
面
積
は
県
下
で
２
番

目
で
す
。
新
見
普
及
指
導
区
で
は
林
業

サ
イ
ク
ル
の
循
環
に
よ
り
、
こ
の
貴
重

な
森
林
資
源
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
た
め
、

源
流
の
森
が
豊
か
な
海
を
育
む
森
づ
く

り
活
動
や
企
業
の
社
会
貢
献
活
動
を
通

じ
て
、
参
加
者
に
森
林
の
恩
恵
や
林
業

サ
イ
ク
ル
の
必
要
性
に
つ
い
て
説
明
を

行
っ
て
い
ま
す
。

 一　
森
と
海
を
つ
な
ぐ
植
樹
の
つ
ど
い

森
と
海
を
つ
な
ぐ
植
樹
の
つ
ど
い
は
、

森
林
教
育
へ
の
取
り
組
み

普
及
指
導
区
の
情
報

【
新
見
普
及
指
導
区
】

本
年
度
は
７
月
９
日
、
下
刈
り
方
法

や
近
接
作
業
へ
の
注
意
、
マ
ダ
ニ
対
策

な
ど
に
つ
い
て
林
業
普
及
指
導
員
が
説

明
を
行
い
、
漁
業
関
係
者
63
名
の
参
加

を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

写
真
で
比
較
す
る
と
、
植
樹
し
た
箇

所
が
成
林
し
て
き
て
い
ま
す
。

二　
Ｊ
Ｔ
の
森
鯉
が
窪
に
い
み

　

平
成
28
年
に
社
会
貢
献
活
動
の
一

環
と
し
て
、
新
見
市
哲
西
の
鯉
ヶ
窪
周

辺
の
市
有
林
約
51
㌶
を
Ｊ
Ｔ
と
新
見
市

が
森
林
保
全
協
定
を
締
結
し
、
本
年
度

ま
で
継
続
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
９
月
21
日
当
日
は
、
同
社

員
と
家
族
、
地
元
企
業
か
ら
約
60
名
が

参
加
さ
れ
、
林
業
普
及
指
導
員
の
安
全

作
業
の
説
明
の
後
、
林
業
関
係
者
約
30

名
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
、
昨
年

平
成
27
年
９
月
に
岡
山
県
漁
業
士
会
が

新
見
市
と
森
づ
く
り
活
動
に
関
す
る
覚

書
を
締
結
し
て
か
ら
、
新
見
市
の
大
佐

山
の
市
有
林
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。

植
栽
さ
れ
た
少
花
粉
ス
ギ
の
箇
所
の
下

刈
り
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
木
工
体
験
と
木
材
市
場
見

学
も
行
い
、
木
が
植
栽
さ
れ
て
か
ら
利

用
で
き
る
ま
で
が
体
験
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
と
な
り
ま
し
た
。

（
新
見
普
及
指
導
区　

渡
邊　

康
太
郎
）

普及指導員が安全な下刈りについて説明

普及指導員が安全な下刈りについて説明

JT社員と家族 地元企業が参加木工体験
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岡
山
県
で
は
、
「
晴
れ
の
国
」
の
穏

や
か
な
気
候
の
下
で
さ
ま
ざ
ま
な
姿
の

森
林
が
育
ち
、
私
た
ち
の
生
活
に
多
大

な
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ひ
と
た
び
山
火
事
が
発
生

す
る
と
、
こ
の
貴
重
な
森
林
が
広
く
失

わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
皆
様
の
生
命
や

財
産
も
脅
か
さ
れ
ま
す
。

過
去
10
年
間
（
平
成
26
年
～
令
和
５

年
）
に
お
い
て
、
岡
山
県
で
は
年
平
均

60
件
の
山
火
事
が
発
生
し
て
お
り
、
都

道
府
県
の
中
で
２
番
目
の
多
さ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
５
年
３
月
に

は
岡
山
市
と
美
作
市
で
、
そ
し
て
、
こ

の
１
月
に
も
笠
岡
市
で
約
10
㌶
を
超
え

る
森
林
が
山
火
事
に
よ
り
焼
損
し
て
い

ま
す
。

春
先
は
空
気
が
乾
燥
し
、
風
の
強
い

日
も
多
く
な
る
こ
と
か
ら
、
下
図
の
と

お
り
、
山
火
事
が
非
常
に
発
生
し
や
す

い
季
節
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
山
火
事

の
発
生
は
、
た
き
火
や
枯
れ
草
焼
き
か

ら
の
延
焼
と
い
っ
た
人
の
不
注
意
に
よ

る
原
因
が
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
県
で
は
、
３
月
を
「
山
火

事
予
防
運
動
月
間
」
と
定
め
、
「
ふ
る

さ
と
の　

山
を
守
ろ
う　

火
の
手
か

ら
」
を
統
一
標
語
に
、
市
町
村
や
消
防

機
関
と
連
携
し
て
、
重
点
的
に
山
火
事

の
予
防
意
識
の
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

岡
山
県
の
豊
か
な
森
林
を
次
の
世
代

へ
引
き
継
ぐ
た
め
に
も
、
火
の
取
り
扱

い
に
は
十
分
な
注
意
を
払
っ
て
い
た
だ

き
、
山
火
事
予
防
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。（

治
山
課　

保
全
班
）

�%

��%

��%

��%

� � � � � � � � � �� �� ��

発生件数 焼損面積

月

一　
ナ
ラ
枯
れ
被
害
の
状
況

岡
山
県
で
は
、
平
成
21
年
度
に
初
め

て
ナ
ラ
枯
れ
被
害
が
確
認
さ
れ
て
以
降
、

県
北
部
を
中
心
に
被
害
が
発
生
し
て
い

ま
し
た
が
、
近
年
は
県
南
部
地
域
に
も

拡
大
し
、
現
在
の
被
害
区
域
は
ほ
ぼ
県

内
全
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
６
年

10
月
時
点
の
被
害
量
は
、
約
21
千
立
方

㍍
で
あ
り
、
過
去
最
大
で
あ
っ
た
令
和

２
年
度
と
比
べ
る
と
約
７
割
に
減
少
し

て
い
る
も
の
の
、
全
国
的
に
み
て
も
非

常
に
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。 

二　
ナ
ラ
枯
れ
対
策

県
で
は
、
令
和
２
年
度
に
定
め
た
岡

山
県
ナ
ラ
枯
れ
被
害
対
策
基
本
方
針
に

基
づ
き
、
市
町
村
等
関
係
機
関
と
連
携

し
た
総
合
的
な
被
害
対
策
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
お
か
や
ま
森

山火事発生状況月別割合（H26～R5平均）

３
月
は
山
火
事
予
防
運
動
月
間
で
す

づ
く
り
県
民
税
を
活
用
し
た
ナ
ラ
枯
れ

被
害
拡
大
防
止
総
合
対
策
事
業
等
に
よ

り
、
被
害
把
握
、
予
防
対
策
、
駆
除
対

策
、
関
係
機
関
と
の
情
報
共
有
等
を
総

合
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

被
害
把
握

被
害
木
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
航
空

探
査
、
地
上
か
ら
の
探
査
等

予
防
対
策

薬
剤
の
樹
幹
注
入
、
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク

イ
ム
シ
（
病
原
菌
の
媒
介
昆
虫
）
の
生

息
密
度
を
低
減
す
る
誘
引
捕
殺
等

駆
除
対
策

被
害
木
の
伐
倒
整
理
や
薬
剤
処
理
等

関
係
機
関
と
の
情
報
共
有

地
域
連
絡
協
議
会
、
近
隣
県
と
の
会
議

三　
終
わ
り
に

被
害
が
県
内
の
全
域
に
拡
大
し
て
お

り
、
全
量
駆
除
が
難
し
い
中
、
限
り
あ

る
予
算
を
効
果
的
に
活
用
し
て
い
く
た

め
に
は
、
各
地
域
に
お
い
て
、
倒
木
等

に
よ
り
住
民
や
施
設
に
被
害
が
及
ぶ
箇

所
、
観
光
面
で
重
要
な
景
勝
地
な
ど
保

全
対
象
を
検
討
・
選
択
し
、
対
策
を
講

じ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

今
後
も
市
町
村
と
協
力
し
な
が
ら
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
効
果
的
な
対
策

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
治
山
課　

造
林
班
）

■：被害が確認された市町村
（R６.10時点）

ナ
ラ
枯
れ
被
害
と

そ
の
対
策
に
つ
い
て
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【事業内容】
　公益社団法人おかやまの森整備公社内に森林管理支援班
を設置し、専門的人材の紹介（林業技術者等の人材バン
ク）や林業技術者等へのアドバイス・相談対応、森林管理
の技術支援等を実施した。

【実績】
・実務研修の実施（7回、延べ79名受講）
・市町村等の相談対応、技術支援、訪問等：全市町村（随

時）
・市町村からの森林調査受託（7件）
・針広混交林等施業実証試験の実施（新設2箇所、既設15

箇所）
・広葉樹生育調査及び

林内環境調査（19
箇所）

・針広混交林等誘導技
術提案書の充実

（公社）おかやまの森整備公社による
市町村支援体制整備事業

森林クラウドを活用した
新たな森林管理システム支援事業等

県による森林環境譲与税を活用した市町村支援（令和５年度）
市町村職員等への研修・意欲と能力のある林業経営体の育成

森
林
は
、
水
源
の
涵か
ん

養
や
土
砂
崩
れ

の
防
止
、
木
材
の
生
産
、
さ
ら
に
は
地

球
温
暖
化
防
止
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活

に
広
く
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

適
切
に
管
理
さ
れ
る
こ
と
で
、
私
た

ち
の
生
命
や
生
活
を
守
っ
て
く
れ
る
森

林
で
す
が
、
木
材
価
格
の
長
期
低
迷
や
、

所
有
者
や
境
界
が
分
か
ら
な
い
森
林
の

増
加
等
に
よ
り
、
管
理
さ
れ
な
い
森
林

が
増
加
し
、
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
町
村
で
は
、
管
理
さ
れ

て
い
な
い
森
林
を
解
消
す
る
た
め
、
森

林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、
森
林
経
営

管
理
制
度
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
手
入
れ
の
行
き
届
い

て
い
な
い
森
林
に
つ
い
て
、
市
町
村
が

森
林
所
有
者
か
ら
経
営
管
理
の
委
託
を

受
け
、
林
業
経
営
に
適
し
た
森
林
は
地

域
の
林
業
経
営
者
に
再
委
託
す
る
と
と

も
に
、
林
業
経
営
に
適
さ
な
い
森
林
は

市
町
村
が
公
的
に
管
理
を
す
る
制
度
で

す
。県

で
は
、
市
町
村
に
よ
る
森
林
整
備

が
円
滑
に
進
む
よ
う
、
森
林
環
境
譲
与

税
を
活
用
し
、
森
林
経
営
管
理
制
度
を

実
施
す
る
市
町
村
や
林
業
経
営
体
へ
の

支
援
を
総
合
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
林
政
課　

普
及
指
導
班
）

森
林
環
境
譲
与
税
の

活
用
に
つ
い
て

１　県と市町村との連携推進会議・市町村職員等研修
【事業内容】
　市町村による森林経営管理制度の円滑な推進のため、課題解決に向けた検討や情報交換等を行う連携推進会議を開催し
た。また、市町村職員及び地域林政アドバイザーを対象に、森林・林業に関する専門研修を実施した。

【実績】
・連携推進会議の開催（4回、延べ179名参加）
・市町村職員等研修の実施（4回、延べ37名受講）
・司法書士等による個別相談業務（2回）
・岡山県森林経営管理制度ポータルサイトの運営

２　意欲と能力のある経営体育成事業
【事業内容】
　林業経営体代表者等に経営に係る意識改革、職員の資質向上等に係る研修を実施し
た。また、市町村職員や林業就業者等を対象とした林業技術研修施設の整備を行った。

【実績】
・林業経営体代表者等研修の実施（9回、延べ72名受講）
・林業事業体提案型研修への支援（3事業体、延べ58名）
・林業経営体へのスマート林業技術等導入支援（6事業体）
・研修機材の配備等 連携推進会議

実務研修

１　森林クラウドを活用した新たな森林管理システム支援事業
【事業内容】
　航空レーザ解析データや人工衛星画像等を活用し、森林
クラウドに搭載した森林情報の精度向上を図り、情報ネッ
トワークを介して市町村と共有した。

【実績】
・地籍（地番界）及び航空レーザ解析データの林況を基準

とした森林簿・森林計画図の整備
・人工衛星画像を活用した、伐採や植栽等の森林変化情報

の把握及び森林簿等の更新

２　航空レーザ計測成果による森林資源解析事業
【事業内容】
　森林資源解析ができていない市町村の区域を対象に、航
空レーザ計測成果を活用して森林資源解析を実施し、森林
クラウドを介して解析データを市町村と共有した。

【実績】
・航空レーザ計測データを活用して森林資源解析を実施し、

森林資源及び地形情報のデジタルデータを整備
・整備した解析データを森林クラウドへ登録し、精度の高

い森林情報を提供
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岡
山
県
立
大
学
（
総
社
市
窪
木
）
が

開
学
30
周
年
の
記
念
行
事
と
し
て
令
和

５
年
度
に
学
生
食
堂
を
多
目
的
空
間
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
の
で
紹

介
し
ま
す
。

「
学
生
、
教
職
員
、
地
域
の
方
が
集

う
賑
わ
い
の
空
間
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

食
事
の
み
な
ら
ず
、
学
習
や
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
に
も
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

施
設
デ
ザ
イ
ン
の
提
案
は
学
内
コ
ン

ペ
で
募
集
し
、
デ
ザ
イ
ン
学
部
の
学
生

が
設
計
し
た
も
の
を
基
に
施
工
さ
れ
て

い
ま
す
。

柱
・
棚
・
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
な
ど
の
木

部
に
は
、
デ
ザ
イ
ン
学
部
建
築
学
科
監

修
に
よ
り
、
岡
山
県
産
ヒ
ノ
キ
が
使
用

さ
れ
、
地
域
の
お
店
が
定
期
的
に
パ
ン

や
お
菓
子
な
ど
の
販
売
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
ス
ペ
ー
ス
も
新
し
く
設
け
ら
れ

る
な
ど
、
明
る
く
開
放
感
の
あ
る
空
間

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
案
内

し
て
い
た
だ
い
た
職
員
の
方
か
ら
も
、

「
以
前
の
無
機
質
で
暗
い
イ
メ
ー
ジ
が

な
く
な
り
、
学
生
が
集
ま
り
や
す
く
な

っ
た
。
木
の
温
か
み
・
香
り
な
ど
が
体

感
で
き
、
と
て
も
良
い
」
と
の
感
想
を

頂
き
ま
し
た
。
取
材
中
も
、
多
く
の
学

生
が
集
い
、
終
始
楽
し
そ
う
な
姿
が
印

象
的
で
し
た
。

（
倉
敷
普
及
指
導
区　

渡
邉　

誠
）

岡
山
県
立
大
学

　
多
目
的
空
間

toitow
a

（
ト
ワ
ト
ワ
）

多目的空間　施設の様子



りんせい　No.500　2025．3

（8）

令
和
６
年
度
に
農
林
水
産
総
合
セ
ン

タ
ー
普
及
連
携
部
普
及
推
進
課
で
開
催

し
た
研
修
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

一　
林
業
機
械
体
験
研
修

林
業
関
係
学
科
等
の
あ
る
高
校
生
を

対
象
に
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
や
グ
ラ
ッ
プ
ル

付
き
バ
ケ
ッ
ト
（
ザ
ウ
ル
ス
ロ
ボ
）
な

ど
高
性
能
林
業
機
械
の
操
作
を
体
験
す

る
、
林
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修
を

開
催
し
ま
し
た
。

研
修
で
は
、
林
業
の
魅
力
を
感
じ
て

も
ら
う
こ
と
で
、
将
来
の
担
い
手
と
し

て
、
一
人
で
も
多
く
の
林
業
就
業
者
が

誕
生
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

二　
森
林
作
業
道
作
設
研
修

岡
山
県
の
地
形
、
地
質
及
び
作
業
シ

ス
テ
ム
に
適
し
た
森
林
作
業
道
を
作
設

で
き
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
た

め
、
基
礎
研
修
、
応
用
研
修
、
新
規
指

導
者
育
成
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。

基
礎
研
修
で
は
、
路
網
計
画
の
ル
ー

ト
選
定
や
測
量
、
基
本
と
な
る
切
土
・

盛
土
の
施
工
技
術
を
学
ぶ
研
修
、
応
用

研
修
で
は
、
土
場
の
設
計
・
施
工
に
加

え
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ネ
ル
を
利
用
し
た
仮
設

木
橋
を
設
置
し
ま
し
た
。 

新
規
指
導
者
育
成
研
修
で
は
、
新
人

職
員
に
対
し
て
、
指
導
で
き
る
人
材
の

育
成
を
行
い
、
こ
れ
ら
の
技
術
を
学
ぶ

こ
と
で
丈
夫
で
繰
り
返
し
使
用
で
き
る

森
林
作
業
道
づ
く
り
に
取
り
組
む
事
業

体
を
増
や
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

 三　
伐
採
技
術
向
上
研
修

林
業
に
お
け
る
労
働
人
口
に
対
す
る

災
害
の
頻
度
は
、
全
産
業
の
10
倍
と
高

い
状
況
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
死
亡
災

害
の
７
割
が
伐
木
作
業
中
に
よ
る
も
の

で
す
。
こ
の
た
め
、
安
全
な
伐
木
作
業

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
技
能
者
の
育
成

が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

伐
木
技
能
者
が
職
場
内
外
の
現
場
に

お
い
て
「
技
術
を
伝
え
る
ノ
ウ
ハ
ウ
」

を
身
に
付
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

研
修
で
は
、
前
期
・
中
期
・
後
期

（
各
２
日
間
）
に
分
け
て
、
研
修
生
自

身
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
技
術
の
研
鑽
と
、

新
人
職
員
が
安
全
に
伐
倒
で
き
る
よ
う

技
術
を
伝
え
る
指
導
方
法
を
学
ぶ
研
修

を
行
っ
て
い
ま
す
。

研
修
を
通
じ
て
、
労
働
災
害
の
撲
滅

と
就
業
者
の
定
着
に
繋
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。 

四　
お
わ
り
に

令
和
７
年
度
に
お
い
て
も
、
担
い
手

の
確
保
、
育
成
、
定
着
を
図
る
た
め
の

研
修
や
、
森
林
経
営
管
理
制
度
の
主
体

と
な
る
市
町
村
職
員
へ
の
支
援
を
行
う

研
修
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き

研
修
へ
の
参
加
・
協
力
を
お
願
い
す
る

と
と
も
に
、
林
業
普
及
推
進
班
と
し
て

も
、
担
い
手
の
確
保
・
育
成
等
を
目
的

に
、
新
し
い
技
術
を
取
り
入
れ
た
研
修

を
開
催
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。（

普
及
推
進
課　

林
業
普
及
推
進
班
）

フォワーダの操作説明を受ける高校生

土場の設計・測量の様子

仮設木橋の設置（ＣＬＴによる土木利用）

新人役（県職員）に対し指導を行う研修生

お
か
や
ま
の
森
林
・
林
業
を
支
え
る

担
い
手
の
育
成
に
つ
い
て
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㍉
㍍
、
曲
げ
ヤ
ン
グ
９
．７
㌔
ニ
ュ
ー 

ト
ン/

平
方
㍉

㍍
、
縦
圧
縮
強
度
は
４
３
．５
ニ
ュ
ー 

ト
ン/

平
方
㍉

㍍
で
あ
り
、
既
存
文
献
値
（
木
材
工
業

ハ
ン
ド
ブ
ッ
クː

曲
げ
強
度
75
ニ
ュ
ー 

ト
ン/

平
方
㍉

㍍
曲
げ
ヤ
ン
グ
９
㌔
ニ
ュ
ー 

ト
ン/

平
方
㍉
㍍
、
縦

圧
縮
強
度
は
40
ニ
ュ
ー 

ト
ン/

平
方
㍉
㍍
）
と
比
較

す
る
と
、
高
い
値
を
示
し
ま
し
た
。

四　
お
わ
り
に

今
回
の
試
験
で
は
、
基
本
的
な
材
質

試
験
を
実
施
し
、
ヒ
ノ
キ
大
径
材
の
基

本
的
な
曲
げ
・
縦
圧
縮
試
験
で
の
十
分

な
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
は
試

験
で
得
ら
れ
た
基
礎
デ
ー
タ
を
元
に
大

径
材
の
乾
燥
方
法
や
木
取
り
の
検
討
等

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
森
林
研
究
所
木
材
加
工
研
究
室　

　
　
　

技
師　

古
谷　

優
平
）

て
、
曲
げ
試
験
体
（
厚
さ
20
㍉
㍍
×
幅

20
㍉
㍍
×
長
さ
４
０
０
㍉
㍍
）
と
縦
圧

縮
試
験
体
（
厚
さ
20
㍉
㍍
×
幅
20
㍉
㍍

×
長
さ
60
㍉
㍍
）
を
そ
れ
ぞ
れ
作
製
し

ま
し
た
。
各
種
強
度
試
験
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｚ

２
１
０
１
（
２
０
０
９
）
に
準
拠
し
て
、

万
能
材
料
試
験
機
（
イ
ン
ス
ト
ロ
ン
社

製
）
を
用
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

　三　
試
験
結
果

曲
げ
試
験
、
縦
圧
縮
試
験
の
結
果
の

平
均
値
を
表
１
、
２
に
示
し
ま
す
。
高

さ
方
向
に
よ
る
大
き
な
違
い
は
み
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
今
回
の
試
験

結
果
の
平
均
値
は
曲
げ
強
度
81
ニ
ュ
ー 

ト
ン/

平
方

質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
試

験
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の

中
で
も
、
曲
げ
試
験
、
縦
圧
縮
試
験
結

果
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。 

二　
曲
げ
試
験
・
縦
圧
縮
試
験
の
概
要

今
回
の
試
験
で
は
、
岡
山
県
産
ヒ
ノ

キ
大
径
材
丸
太
（
長
さ
４
㍍
）
を
合
計

53
本
試
験
に
供
し
ま
し
た
。

丸
太
の
密
度
等
を
測
定
後
、
厚
さ
40

㍉
㍍
の
柾
目
板
を
元
口
付
近
、
中
央
付

近
、
末
口
付
近
か
ら
、
試
験
材
を
採
材

し
ま
し
た
。
（
図
１
、
２
）
採
取
し
た

試
験
材
は
室
内
で
３
～
６
ヶ
月
間
含
水

率
が
12
％
程
度
に
な
る
よ
う
に
自
然

乾
燥
後
、
試
験
材
の
髄
を
中
心
と
し

図２　大径材丸太から　　
　　　柾目板の採材の様子

表１　曲げ試験結果

表２　縦圧縮試験結果

一　
は
じ
め
に

岡
山
県
の
主
要
造
林
木
で
あ
る
ヒ
ノ

キ
は
、
現
在
９
齢
級
以
上
が
８
割
を
占

め
て
お
り
、
高
齢
級
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。
そ
れ
に
伴
い
、
大
径
材
丸
太
（
末

口
直
径
30
㌢
㍍
以
上
）
の
供
給
量
増
加

が
今
後
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
大
径
材
は
、

小
中
径
材
と
比
較
し
て
、
幅
広
の
板
材
、

芯
去
り
構
造
材
（
髄
を
含
ま
な
い
材
）

の
２
丁
取
り
な
ど
様
々
な
木
取
り
の
可

能
性
を
持
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
製
材

品
と
し
て
利
用
で
き
る
の
か
を
検
証
し
、

大
径
材
の
利
用
を
進
め
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
取
り
組
み
に
あ
た
り
、

ま
ず
前
段
階
と
し
て
、
大
径
材
の
基
本

的
な
材
質
（
含
水
率
、
密
度
、
強
度

等
）
を
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
例
え
ば
、
含
水
率
の
分
布
は
乾

燥
方
法
に
、
強
度
や
密
度
の
分
布
は
強

度
の
高
い
製
材
品
を
採
材
す
る
木
取
り

の
検
討
に
役
立
ち
ま
す
。
し
か
し
、
こ

れ
ま
で
大
径
材
は
あ
ま
り
利
用
さ
れ
て

お
ら
ず
、
有
効
利
用
の
た
め
の
基
本
的

な
材
質
デ
ー
タ
は
不
足
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
研
究
室
で
は
、
令
和
４

年
度
か
ら
「
ヒ
ノ
キ
大
径
材
丸
太
の
品

質
評
価
」
に
取
り
組
み
、
ヒ
ノ
キ
大
径

材
の
有
効
利
用
の
た
め
の
基
本
的
な
材

ヒ
ノ
キ
大
径
材
丸
太
の
品
質
評
価

研究
だより

図１　ヒノキ大径材から　　
　　　試験体採取のイメージ

図４　縦圧縮試験状況

図３　曲げ試験状況
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技能講習会の開催（４月～６月）

名　　　称 会場 日　　　程 申込・問合せ先

伐木（特別教育） 津山 ４月16～18日，５月21～23日 林業・木材製造業
労働災害防止協会
　　　岡山県支部
TEL（086）236-7077

岡山 ６月18～20日
刈払（安全衛生教育） 津山 ６月11日
※15名以上の受講者がある場合は、「伐木特別教育」又は「刈払機安全衛生
　教育」の特別開催（出張）を実施することができます｡

小型移動式クレーン運転 岡山 ５月22～23日

一般社団法人
岡山県労働基準協会
TEL（086）225-3571

津山 ５月22～23日（サテライト）

玉掛け

岡山 ４月３～４日，５月10～11日
５月15～16日，６月４～５日

和気 ４月14～15日

津山 ４月16～17日，５月19～20日
６月16～17日

玉野 ４月16～17日（サテライト）
６月16～17日（サテライト）

新見 ５月29～30日

フォークリフト運転

岡山 ４月２日，４月12日，５月14日
６月11日，６月14日

和気 ５月27日
津山 ４月４日，５月９日，６月６日
玉野 ５月９日（サテライト）
新見 ６月19日

刈払

岡山 ５月9日
和気 ６月11日
津山 ４月４日，５月７日，６月５日
新見 ４月16日，５月28日，６月18日

※詳細は申込先にお問い合わせください。

林災防岡山県支部 HP
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●製　材（２月）
樹　　種 寸　　　法 等級 区分 安　値　～　高　値（円 / ㎥） 備　考

ス　ギ
正角３m　10.5cm角 特 等 Ｋ ～75,000

正角３m　12cm角 特 等 Ｋ ～70,000

ヒノキ

正角３m　10.5cm角 特 等 Ｋ 80,000～

正角３m　12cm角 特 等 Ｋ 75,000～

正角４m　10.5cm角 特 等 Ｋ 80,000～

正角４m　12cm角 特 等 Ｋ 75,000～

マ　ツ 平角４m　10.5～12cm
　　　　　　×15～18cm 一 等 Ｋ 100,000～

米マツ
正角３m、４m　10.5cm角 特 等 Ｇ 76,000～

平角３m、４m　10.5cm
　　　　　　×15～21cm 特 等 Ｋ 95,000～

北洋アカマツ タルキ４m　3.8cm角 特 等 Ｋ 120,000～

ホワイトウッド 間柱３m　３cm×10.5cm 特 等 Ｋ 85,000～
注１：価格は、岡山県内の市場の相場を参考とした。
注２：区分のＫとは人工乾燥材、Ｇとは未乾燥材のこと。

単位：千円／㎥

林　　産　　物　　市　　況

●木　材（２月７日）出荷量　約1,000㎥
樹種 長さ 径級 直材 小曲り 樹種 長さ 径級 直材 小曲り

杉

３ｍ

１４～１６ 12 ～

檜

３ｍ

１４～１６ 26.5 22

１８～２０ 12 ～ １８～２０ 23 22

２２～２８ 12 ～ ２２上 21 20.5

４ｍ

１８～２２ 10 ―

４ｍ

１６～１８ 23.5 23.5

２０～２２ 24 23.5

２４～２８ 10.5 9.5 ２４～２８ 24 23.5

６ｍ １６～１８ ― ― ６ｍ
１６ ― ―

１８～２０ ― ―

概　　　況

杉概況 檜概況

【3m】
柱　材　横這い
中目材　横這い

【4m】
中目材　横這い
元　木　横這い

【3m】
柱　材　強含み
中目材　横這い
元　木　横這い

柱　材　横這い
中目材　横這い　
元　木　横這い

資料：岡山県森連勝山木材共販所市況速報、価格は中値
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普通
普通

緑の募金で進めようSDGｓ（持続可能な開発目標）

〔〔林林地地除除草草剤剤〕〕ザイトロンフレノック微粒剤・ザイトロン微粒剤・フレノック粒剤・ケイピンエース

〔〔野野生生獣獣類類忌忌避避剤剤〕〕ランテクター水和剤・コニファー水和剤
〔〔幼幼齢齢樹樹保保護護カカババーー〕〕くわんたいⅡ　　　〔〔樹樹皮皮食食いい防防止止〕〕バークガード・美樹巻夫
〔〔樹樹幹幹注注入入剤剤〕〕マッケンジー・マツガード・他　〔〔野野生生草草食食獣獣侵侵入入防防止止〕〕防獣ネット・他

——    安安全全・・人人とと自自然然・・調調和和      ——
美美林林をを育育ててるる

造造林林木木をを野野生生動動物物のの食食害害かからら守守るる

販販売売：：日日植植アアググリリ株株式式会会社社　　　　　　　　　　販販売売元元：：大大同同商商事事（（株株））大大阪阪営営業業所所
                TTEELL..008866--229922--55552255                                              TTEELL..0066--66338844--11228888

お問い合わせ申込みは県森連・森林組合へ

岡山県森林組合連合会 
TEL：086-236-6530皆伐・再造林促進支援事業のご案内 

皆伐跡地への 
再造林・下刈り経費の一部を助成しています。

詳細は県森連ホームページをご覧ください。

◎再造林：最大 12万円/ha あたり 
 （ドローン活用の場合、15万円/ha あたり）

◎下刈り：7万円/ha あたり・年（最長 5年間）
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お
か
や
ま
森
づ
く
り
県
民
税
が
平
成

16
年
に
導
入
さ
れ
て
か
ら
20
年
が
経
過

し
ま
し
た
。　

今
回
は
、
第
四
期
課
税
期
間
（
Ｒ
元

～
５
年
度
）
を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で
実

施
し
て
き
た
各
種
森
林
保
全
事
業
に
よ

る
成
果
の
う
ち
、
主
な
も
の
を
紹
介
し

ま
す
。

【
水
源
の
涵
養
、県
土
保
全
な
ど
の

　
　
森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能
を

高
め
る
森
づ
く
り
】

・
国
庫
補
助
事
業
と
連
携
し
間
伐
を
行

っ
た
結
果
、
緊
急
に
間
伐
が
必
要

な
森
林
が
令
和
元
年
度
の
約
２
３
，

８
０
０
㌶
か
ら
令
和
５
年
度
に
は
約

７
，６
０
０
㌶
に
減
少
し
ま
し
た
。

・
少
花
粉
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
苗
木
に
よ
る

植
替
え
を
実
施
し
、
令
和
３
年
以
降

の
少
花
粉
苗
木
の
割
合
は
99
％
以
上

と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
森
林
整
備
を
推
進
す
る
た
め
の
担
い
手

の
育
成・確
保
と
木
材
の
利
用
促
進
】

・
林
業
就
業
相
談
会
の
開
催
や
職
場
内

研
修
等
の
取
組
の
結
果
、
森
づ
く
り

県
民
税
導
入
前
の
平
成
15
年
と
比
べ

て
、
令
和
５
年
に
は
県
内
の
林
業
事

業
体
の
就
業
者
の
う
ち
39
歳
以
下
の

割
合
が
18
％
か
ら
34
％
に
増
加
し
ま

し
た
。

・
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
新
た
な
利
用
を
普
及
促
進

し
た
こ
と
で
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
使
用
し
た

建
築
物
の
施
工
件
数
が
平
成
29
年
度

以
降
の
累
計
１
０
２
件
で
、
日
本
一

と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
森
林・林
業
に
関
す
る
各
種
情
報
の

提
供
と
森
づ
く
り
活
動
の
推
進
】

・
県
民
参
加
の
森
づ
く
り
活
動
を
支
援

し
た
結
果
、
自
主
的
な
森
づ
く
り
に

取
り
組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
企

業
等
が
平
成
15
年
度
の
31
団
体
か
ら

令
和
５
年
に
は
１
４
１
団
体
と
な
り

ま
し
た
。

今
回
紹
介
し
た
成
果
は
一
部
で
す
。

林
政
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
で
、
「
お
か

や
ま
森
づ
く
り
県
民
税
」
事
業
の
実
績

と
成
果
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
林
政
課　

普
及
指
導
班
）

お
か
や
ま

お
か
や
ま

森
づ
く
り

森
づ
く
り

県

民

税

県

民

税

お
か
や
ま

森
づ
く
り
県
民
税

の
成
果

林政課HPは
こちらから！

防腐技術と加工技術で、人と森と未来を繋ぐ

3 2

3 5 0

1 0 01

5 0
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林
声

令
和
七
年
三
月
一
日
（
第
五
〇
〇
号
）

（
隔
月
一
日
発
行
）

編
集　
　

岡
山
県
森
林
組
合
連
合
会
内　

岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会

発
行　
　

岡
山
市
北
区
楢
津
四
九
一
―
一

〒701-1202

　

前
身
で
あ
る
「
林
業
普
及
」
が
県
の

情
報
紙
と
し
て
昭
和
26
年
１
月
に
発
刊

さ
れ
て
か
ら
74
年
、「
林
声
」
が
５
０
０

号
を
迎
え
ま
し
た
。
読
者
の
皆
様
や
発

行
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
関
係
者
の
皆

様
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昭
和
・
平
成
・
令
和
の
「
林
声
」
の

あ
ゆ
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
林
声
」

　

５
０
０
号
の

　
　
　
　
　

あ
ゆ
み

　

こ
れ
か
ら
も
様
々
な
情
報
や
現
場
の

声
を
お
届
け
し
、
岡
山
の
森
林
・
林
業

に
携
わ
る
皆
様
と
共
に
歩
ん
で
参
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（
岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会
事
務
局
）

昭和37年6月号 No.100（表紙）

昭和50年3月号 No.200（表紙写真）

平成20年７月号 No.400（表紙）

平成28年３月号 No.446（表紙） 平成24年7月号 No.424（掲載記事）

「林声」紙面の主なあゆみ
1951 〈第1号〉昭和26年１月号

「林業普及」の名称で県と地方民間との林業連絡機関紙として創刊。
1956 〈第39号〉昭和31年８月号

編集が林産課（当時）から県林業改良普及協会に移り、紙名も「林声（聲）」と
改題。

1962 〈第100号〉昭和37年６月号
発刊100号記念「30年後の林業」特集。

1975 〈第200号〉昭和50年３月号
第200号記念写真コンクールの結果発表を掲載。

1991 〈第300号〉平成３年11月号
創刊300号記念号。これまでの森林・林業関連の年表、主なシリーズの一覧等
掲載。

2008 〈第400号〉平成20年７月号
表紙はおかやま名木バンク増殖対象木の「マトバのエノキ」（高梁市）。

2011 〈第417号～第422号〉平成23年５月～24年３月号
発刊60年。No.417,418,420,422の４回にわたり「林声」の懐かしの誌面や記
事を紹介。

2012 〈第424号〉平成24年７月号
（一社）全国林業改良普及協会主催の第46回林業関係広報コンクール広報誌

部門において優秀賞を受賞。
2016 〈第446号〉平成28年３月号

「林声」初の表紙・裏表紙のフルカラー印刷。表紙はおかやま森のフォトコン
テスト最優秀賞「みんなでつくる木のベンチ」。

2017 〈第451号〉平成29年１月号
表紙、裏表紙がカラー印刷定番化。

2020 〈第471号〉令和２年５月号
この年から県林業改良普及協会事務局が岡山県森林組合連合会に移る。

2025 〈第500号〉令和７年３月号


